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<用語の定義> �

　Ｕターン者･･･町内出身者であって、５年以上町外で生活し、再び八峰町に住民登録した人�

　　　　　　　（但し、在学期間は含まない）�

　Ｉターン者･･･町外出身者であって、新たに八峰町に住民登録した人 �

<交付対象者>　八峰町に住民登録をしてから、１年以上八峰町に居住しているＵ・Ｉターン者�

<申 請 期 間>　申請期間は住民登録の日から１年以上経過した後、1年以内《厳 守》�

平成27年３月１日を基準日とした場合、平成25年２月28日以前に転入した人は住民登録

から２年が経過しているため申請することができません�

<返 還 規 定>　奨励金等の交付を受けた日から、５年以内に町外へ転出した場合は、奨励金等を全額又は一部

返還していただきます�

１.  交 付 額�
　①単身で転入した場合は　150,000円　　　②家族で転入した場合は　300,000円                        �
 ２.  交付申請�
   交付申請書等に必要事項を記入のうえ提出していただきます。                                             �
   ＜必要な添付書類＞                                             �
　　住民票謄本、戸籍の附票謄本（転入以前の５年間、町外に住んでいたことが確認できるもの）等�

定 住 奨 励 金�

１.  対象物件�
　住民登録日の前後１年以内に購入・借用した物件�
　（以前の規定：｢但し、住民登録後に購入・借用した物件に限ります。｣） �
２.  対象費用�
　定住用住宅として購入･借用した住宅の改修等に係る費用�
　　・「八峰町住宅リフォーム支援事業」との併用はできません。�
　　・10㎡以上の新築･増築を行う場合は｢確認申請｣が必要になります。�
　　・家電（テレビ､洗濯機等）の購入は補助対象外となります。ただし、配管工事等を伴う電気温水　
　　　器、エアコン等については補助対象とします。�
３.  助 成 額�
　対象費用の1／2に相当する額、又は50万円のいずれか低い方の額（千円未満切捨）を助成します。�
　（以前の規定：「但し、改修等に要した費用の額（千円未満切捨）に応じて、50万円を上限として助
　　成します。｣)                           �
４.  交付申請�
　交付申請書等に必要事項を記入のうえ提出していただきます。�
　＜必要な添付書類＞�
　定住奨励金の｢交付決定通知書｣（定住奨励金の申請と同時に行う場合は不要）、工事内容を確認できる
　書類（工事請負契約書、見積書）、施工箇所の写真　等 �

定住用住宅取得等助成金�

問合せ先：八峰町企画財政課　企画係　　０１８５－７６－４６０３�

■問合せ先　　八峰町総務課　防災安全係　　７６－４６０１�

　　　　　　　能代警察署　　　　　　　　　５２－４３１１�

※補助金の交付を受けることができない場合もありますので、詳細は下記へお問合せください。 �

葬儀用供物の事ならお任せください。�
●その日からご利用頂ける�
　商品券を添えてお届けします。�

ご法要料理の事ならお任せください。�
●会席折詰、各種オードブル、�
　お刺身、もちろんお寿司も!! 好評!! 鮨待夢の各種会席折詰�各種法事・葬儀用供物なら�

すしたいむ�

仏の誕生日【しょうつきめいにち】�

祥月命日の料理なら�
お任せください。�

毎年の命日は、故人を偲んで…�

●お食事を挟み、ご家族でのご供養は如何ですか。�

「東日本大震災」（３月11日）�「東日本大震災」（３月11日）�「東日本大震災」（３月11日）�
～あれから４年、津波への警戒意識を高めましょう～～あれから４年、津波への警戒意識を高めましょう～�～あれから４年、津波への警戒意識を高めましょう～�

～ 日 頃 の 備 え ～�

【家庭内の防災意識の高揚】�

●安全な避難場所・避難ルー

ト等を確認しておきましょ

う。�

●任務分担と避難要領を確認

しておきましょう。�

●災害用伝言板サービスの活

用など、家族間の連絡手段

を確認しておきましょう。�

～ 津波への対応！ ～�

①大きな揺れを感じたら津波に警戒�

　　沿岸で、地震を感じたら津波に警戒しましょう！�

②津波情報をテレビ・携帯ラジオで確認�

　　防災行政無線、テレビ、ラジオ等で正しい情報を入手しましょう！�

③津波警報が発表されたら直ちに高台に避難�

　～近くに高台がなければ、丈夫な高い建物のより高い階へ避難～�

●地域ぐるみで協力し、声を掛け合い避難しましょう！�

●避難は徒歩（必ず靴を履く）、ヘルメットなどをかぶり、あらかじめ定められた避難場所

へ避難しましょう！（荷物は、非常持出し袋など必要最小限度）�

●海水浴や磯釣りをすぐやめて高いところへ避難しましょう！�

●逃げるときは川沿いを避けましょう！�

●津波は繰り返し来ます。注意報・警報解除まで注意しましょう！�

●その後の余震に注意しましょう！�

【 環 境 整 理 】�

●家屋内及び自宅周辺を定期

的に点検しておきましょう。�

●家屋、家財道具等の転倒・

落下防止等の措置を講じて

おきましょう。�

●避難経路の環境整理に努め

ましょう。�

【非常持出品の準備】�

●懐中電灯、携帯ラジオ、水

筒、救急医療用品、貴重品、

非常食品等の非常持出品を

準備しておきましょう。�

●非常持出品は、直ぐに持ち

出せる場所に準備しておき

ましょう。�


